
倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

白
壁
白
壁

今号の内容今号の内容
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
・
２
～
９

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
・
２
～
９

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
・
・
・

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
・
・
・
・・
・・
・・
・・
1010

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
・
・
・
・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1111

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1212
～～
1313

議
案
等
の
議
決
結
果

議
案
等
の
議
決
結
果
・・
・
・
・
・
・
・
・・
・・
・・
1313

視
察
報
告

視
察
報
告
・
・
・
・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1414

議
会
オ
ー
プ
ン
デ
ー
特
集

議
会
オ
ー
プ
ン
デ
ー
特
集
・・
・・
・
・
・
・
・
・
1515

市
民
の
声
・
９
月
定
例
会
・
編
集
後
記

市
民
の
声
・
９
月
定
例
会
・
編
集
後
記
・
・
・
・
1616

66
月
定
例
会

月
定
例
会

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年

令
和
５
年
99
月
１
日
発
行

月
１
日
発
行

26
　当日のにぎやかな様子を15ページの特集に掲載しています。
ぜひ、ご覧ください。

～ 市制施行70周年記念事業　議会オープンデー ～　
撮影者：議会だより編集委員
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【市政に対する一般質問】
【一般質問とは？】
　年４回の定例会で行うことができます。議員が、市の事務の執行状況や今後の方針などについての報告や説
明を市長や執行機関の長に求め、適切な市政運営が行われているかを質すものです。倉吉市議会では、基本的
に１人あたりの質問時間は２５分です。

6月
令和5年

第４回
定例会

◎印のついた質問は、次頁以降に記載しています。

会
派
名

議員名 発言通告要旨

く
ら
よ
し

藤井隆弘
◎ 誰もが働きやすい職場と行政経営に

ついて
◎ 倉吉駅周辺整備と活用について

丸田克孝

◎ 後期高齢者保険料の計算方法について
◎ 高齢者の就活について

ＤＸ推進について
人工知能（チャットＧＰＴ）の取組み
について

大月悦子
◎ 地震防災について
◎ 倉吉市立図書館運営について

ゼロカーボンシティ宣言について

大津昌克
◎ 地区コミュニティセンターについて

行財政改革について
広報・広聴活動について

こ

こ

ろ

田村閑美

◎ 女性と防災について
西エリア地区公立保育園再編計画に
ついて

◎ 鳥取県立美術館周辺整備について

公

明

党

・

改

革

新

政

会

市

議

団

竺原晶子

パートナーシップ制度検討のその後
について

◎ ミライロＩＤの普及促進について
◎ スクールバスの混乗化について

農産品の輸出拡大について

鳥飼幹男

◎ Ａコープ閉店に伴う買い物環境確保
対策について

◎ 予約型乗合いタクシー運行状況につ
いて
せきがね道の駅「犬挟」の実証事業の
進捗状況について

鳥羽昌明

◎ 成徳小の新校名について
◎ 持続可能な地域活動に向けてについて

避難情報のより効果的な住民への周
知について

福井康夫

◎ 市職員の健康管理について

◎ スクールバスの混乗化実証実験につ
いて

◎ 倉吉市移住定住支援制度について
打吹山周辺整備について
関金振興について
空き家における水道・下水道等料金
の減免について
自転車通学の安全教育について

会
派
名

議員名 発言通告要旨

さ

き

が

け

山根健資

◎ 赤瓦・白壁土蔵群（伝建地区）の保護
について

◎ 子育て支援について
美術館・国道313号線・県道320
号線等の経済効果について

◎ 大御堂廃寺跡の駐車場の活用方法に
ついて

福井典子

「ひとを育て、まちを育てる、くら
しよし倉吉推進事業」について
小学校統合について

◎ 結婚支援について
◎ 子育て支援について

米田勝彦

◎ もうかる農業について
◎ 関金と蒜山との連携について

◎ 公共施設（体育間・まちかどステー
ション等）の環境整備について

朝日等治
◎ 道路行政について
◎ 買い物機能の確保について

日
本
共
産
党

佐藤博英

◎ 補聴器への助成について
◎ 防災行政無線の多言語化について

マイナンバー、インボイス問題につ
いて
脱炭素社会と中山間地問題について

◎ 施設に通う障がい者への支援について
高校・大学生への支援について
小・中学生（保護者）支援について

一般質問通告一覧表

【通告とは？】
　本会議で発言しようとする
議員は、あらかじめ議長に対
して質問する項目を明らかに
するために、文書で通告を行
います。この文書を「質問通
告書」と言います。
　なお、この通告一覧表は定
例会開会日のおおむね２週間
前に倉吉市ホームページに掲
載されています。

定例会の一般質問
発言通告表
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倉
吉
駅
周
辺
整
備
と
活
用
に

つ
い
て

問　
国
民
健
康
保
険
加
入
の
夫
婦
世

帯
が
同
時
に
年
齢
到
達
に
よ
っ
て
後

期
高
齢
者
の
医
療
保
険
へ
移
行
す
る

場
合
、
保
険
料
の
負
担
が
ど
の
よ
う

に
変
化
す
る
の
か
。

答　

国
民
健
康
保
険
は
、
世
帯
を
単

位
に
世
帯
主
を
納
付
義
務
者
と
し
て

保
険
料
を
賦
課
す
る
が
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
は
、
個
人
を
単
位
と

し
、
個
人
を
納
付
義
務
者
と
し
て
保

険
料
を
賦
課
し
て
い
る
。
本
市
の
国

保
の
保
険
料
率
は
、
県
内
２
番
目
の

低
さ
で
あ
る
。
夫
婦
同
時
に
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
と
な
っ

た
場
合
、
１
万
２
千
円
ほ
ど
増
加
す

る
こ
と
と
な
る
。
納
付
す
る
保
険
料

は
、
医
療
機
関
の
利
用
に
よ
っ
て
変

化
す
る
の
で
、
健
康
的
な
生
活
習
慣

を
心
が
け
る
こ
と
が
必
要
。

問　
近
隣
の
市
町
村
は
、
類
似
し
た

相
談
会
を
開
催
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
利
用
者
は
一
定
数
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
60
歳
以
上
の
就
労
希

望
者
が
気
楽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
産
業
雇
用
安
定
セ

ン
タ
ー
と
協
力
し
て
、
高
齢
者
就
職

相
談
会
を
倉
吉
で
も
市
役
所
等
で
開

催
し
て
は
ど
う
か
。

答　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
、

月
に
２
回
は
相
談
会
を
開
催
し
て
い

る
が
、
今
後
「
公
益
財
団
法
人
産
業

雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
」
と
も
連
携
し

た
い
。

後
期
高
齢
者
保
険
料
の
計
算

方
法
に
つ
い
て

高
齢
者
の
就
活
に
つ
い
て

問　
Ｄ
Ｘ
推
進
で
人
員
の
適
正
配
置

が
で
き
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。 

答
　
Ａ
Ｉ
に
任
す
業
務
は
Ａ
Ｉ
に
任

せ
、
顔
を
あ
わ
せ
行
う
こ
と
が
必
要

な
業
務
に
人
員
を
回
す
等
考
え
ら
れ 

る
。
第
４
次
倉
吉
市
行
財
政
改
革
計

画
の
「
や
め
る
、
へ
ら
す
、
か
え
る
」

で
職
員
の
業
務
改
善
や
適
正
配
置
に

心
が
け
た
い
。

問　
樹
木
等
の
伐
採
で
施
設
の
景
観

改
善
や
利
用
者
増
、
し
だ
れ
桜
の
里

の
魅
力
ア
ッ
プ
が
で
き
る
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

答　

地
元
か
ら
も
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
除
去
に
つ
い
て
地
域
と
も

協
議
し
て
可
能
な
限
り
の
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。

問　
12
街
区
等
駅
周
辺
の
総
合
的
な

発
展
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
い

か
が
か
。

答　

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
、
民
間
の
ア
イ
デ
ア
等
調
査
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
事
業
提
案

が
あ
っ
た
際
、
土
地
売
却
額
と
か
貸

付
額
等
に
つ
い
て
も
減
額
と
か
一
部

免
除
の
柔
軟
な
協
議
も
行
え
る
よ
う

誘
致
の
促
進
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
と

行
政
経
営
に
つ
い
て

く
ら
よ
し

藤ふ
じ
い井 

隆た
か
ひ
ろ弘

丸ま
る
た田 

克か
つ
た
か孝

く
ら
よ
し
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地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

(

以
下
、
コ
ミ
セ
ン)

に
つ
い
て

問　
公
民
館
か
ら
コ
ミ
セ
ン
へ
の
移

行
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
の
事
務

を
市
長
部
局
に
す
る
に
は
、
補
助
執

行
、
事
務
委
任
、
条
例
に
よ
る
移
管

が
あ
る
。
本
市
で
は
地
方
自
治
法
第

１
８
０
条
の
７
に
よ
る
補
助
執
行
。

こ
の
場
合
、
法
律
で
は
教
育
委
員
会

は
市
長
と
協
議
す
る
と
な
っ
て
い
る

が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な

協
議
が
行
わ
れ
た
か
。
ま
た
、
そ
の

協
議
文
書
は
あ
る
か
。

答　

ご
指
摘
の
法
律
に
基
づ
く
協
議

と
し
て
本
来
あ
る
べ
き
文
書
は
な

く
、
そ
れ
に
向
け
た
協
議
の
内
容
や

経
過
の
報
告
が
復
命
的
に
重
ね
て
き

た
と
い
う
の
が
実
態
。
今
後
は
当

問　
今
後
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
大
規
模
災
害
に
そ
な
え
て
、
一
人

一
人
が
「
直
後
の
対
応
」「
い
つ
」

「
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
」「
ど
こ
に
」

「
ど
の
よ
う
に
」
避
難
す
る
か
、
あ

ら
か
じ
め
整
理
し
「
私
の
避
難
計

画
」
を
作
成
し
て
、
自
分
の
命
を
守

る
行
動
を
個
人
個
人
が
自
分
事
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
ま
ず
大
切
。
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
普
段
の
近
所
づ

き
あ
い
の
大
切
さ
、
高
齢
で
あ
る
た

め
の
課
題
が
あ
っ
た
。
「
私
の
避
難

計
画
」
と
し
て
作
成
し
て
共
有
し
て

お
く
こ
と
が
、
大
切
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答　

そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
国
も
意

識
し
て
い
る
。
倉
吉
市
と
し
て
も
、

命
と
健
康
を
守
る
行
動
計
画
マ
イ
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
に
つ
い
て
周
知

を
図
っ
て
い
る
。

問　
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
聞
き
取
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
図

書
セ
ッ
ト
貸
出
を
利
用
し
て
い
る
所

も
あ
っ
た
が
、
市
の
図
書
館
に
行
く

こ
と
も
困
難
で
あ
り
、
コ
ミ
セ
ン
に

行
く
に
も
か
な
り
遠
く
、
車
を
利
用

し
て
い
る
方
が
多
い
。
そ
の
意
味
で

歩
い
て
行
く
範
囲
は
自
治
公
民
館
単

位
と
考
え
る
こ
と
が
必
要
。
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
を
目
標
に
ど
こ
で
も

誰
で
も
安
心
し
て
本
に
触
れ
る
機
会

を
提
供
で
き
る
環
境
が
必
要
。
移
動

図
書
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

今
、
移
動
図
書
は
考
え
て
い
な

い
が
、
自
治
公
民
館
や
サ
ー
ク
ル
活

動
に
も
貸
出
を
し
て
い
る
出
前
図
書

館
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
他
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
元
気
は
つ
ら
つ
音
読
教
室
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
申
込
み
方
法
は
。

答　

依
頼
が
あ
れ
ば
出
向
き
ま
す
の

で
活
用
く
だ
さ
い
。

移
動
図
書
に
つ
い
て

然
、
法
律
に
規
定
さ
れ
た
手
続
き
で

あ
る
し
、
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
他
の
自
治
体
で
は
こ
の
よ
う
な

案
件
に
つ
い
て
、
市
長
と
教
育
委
員

会
の
議
論
を
し
っ
か
り
文
書
に
残
し

公
開
し
て
い
る
例
が
多
く
あ
る
。
行

政
文
書
は
住
民
に
と
っ
て
の
財
産
で

あ
る
。
し
っ
か
り
手
続
き
を
と
っ
て

住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。
ま
た
、

教
育
委
員
会
は
今
後
コ
ミ
セ
ン
の
業

務
に
ど
う
関
わ
る
の
か
。

答　

コ
ミ
セ
ン
は
本
市
の
社
会
教
育

施
設
の
一
つ
。
地
域
づ
く
り
支
援
課

と
一
緒
に
な
っ
て
コ
ミ
セ
ン
の
状
況

把
握
や
施
策
の
進
捗
管
理
等
を
行
っ

て
い
く
。
ま
た
、
コ
ミ
セ
ン
職
員
の

資
質
向
上
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

大お
お
つ津 

昌ま
さ
か
つ克

く
ら
よ
し

大お
お
つ
き月 

悦え
つ
こ子

く
ら
よ
し

「
私
の
避
難
計
画
」
に
つ
い
て 



（5）令和 5.9

ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
の
普
及
促
進

に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
混
乗
化
に

つ
い
て

問

女
性
に
対
す
る
防
災
の
在
り
方

は
今
後
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
か

れ
る
か
。

答
　
要
配
慮
者
の
避
難
に
か
か
る
負

担
を
下
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防

災
・
復
興
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て

女
性
の
参
加
を
促
し
て
い
る
。
本
市

に
お
い
て
も
防
災
安
全
課
に
４
月
か

ら
女
性
職
員
を
配
置
し
て
お
り
、
女

性
の
視
点
で
き
め
細
や
か
な
支
援
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問　
リ
ス
舎
周
辺
整
備
計
画
に
芝
生

と
花
壇
が
新
た
に
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
緑
の
彫
刻
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
へ
と

続
く
市
民
と
育
て
育
む
ガ
ー
デ
ン
を

提
案
し
た
い
。
ま
た
、
こ
の
場
所
を

女
性
と
防
災
に
つ
い
て

公
共
交
通
と
観
光
交
通

問　
当
事
者
団
体
へ
の
紹
介
は
必
須

だ
っ
た
と
思
う
。
も
う
一
歩
踏
み
込

ん
で
、
関
係
企
業
に
紹
介
し
て
い
く

こ
と
も
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
言

わ
れ
た
こ
と
、
聞
か
れ
た
こ
と
だ
け

す
る
の
で
は
な
く
、
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
は
何
が
で
き
る
か
、
ど
う

し
た
ら
い
い
か
、
も
う
一
歩
踏
み
込

ん
だ
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

答　

障
が
い
者
団
体
に
対
し
ま
し
て

個
別
に
周
知
す
る
こ
と
等
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

障
が
い
者
団
体
の
ご
意
見
等
も
伺

い
な
が
ら
各
事
業
者
登
録
へ
の
働
き

か
け
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
群
馬
県
下
仁
田
町
で
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
乗
り
合
い
バ
ス
と
し
て
有

効
活
用
し
、
地
域
住
民
の
交
通
利
便

性
の
向
上
と
車
両
の
効
率
的
な
利
用

や
運
行
経
費
の
抑
制
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
へ
つ
な
げ
て
い
る
。

本
市
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
中
高
生
や

一
般
住
民
が
乗
車
で
き
る
よ
う
に
研

究
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

先
進
事
例
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
多
様
な
活
用
方
法
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
研
究
を
し
て
ま
い
り

た
い
。

問　
義
務
教
育
期
間
は
通
学
費
も
無

償
と
す
べ
き
と
考
え
る
。
現
在
補
助

制
度
が
あ
る
が
、
完
全
無
償
化
も
視

野
に
入
れ
て
検
討
願
い
た
い
。

答　

義
務
教
育
の
間
は
通
学
費
を
無

償
化
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
た
い
。

利
用
し
た
地
域
経
済
活
性
化
は
不
可

欠
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
　
令
和
５
年
度
は
屋
外
ト
イ
レ
の

改
修
、
リ
ス
舎
撤
去
。
令
和
６
年
度

は
駐
車
場
、
歩
廊
工
事
実
施
。
芝
生

は
大
御
堂
廃
寺
跡
に
つ
な
げ
花
壇
の

整
備
も
す
る
。

　

地
域
経
済
に
つ
い
て
は
少
し
検
討

し
た
い
。

問　
未
来
中
心
周
り
で
公
共
交
通
バ

ス
運
行
が
あ
る
が
、
本
通
り
の
商

店
、
事
業
所
は
バ
ス
の
路
線
変
更
に

つ
い
て
理
解
で
き
て
い
な
い
。
公
共

交
通
と
観
光
交
通
を
整
理
し
考
え
て

頂
き
た
い
。

答
　
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施

計
画
で
中
部
を
一
体
的
に
協
議
し
て
い

る
。
朝
７
時
台
の
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス

は
効
果
は
あ
っ
た
。
中
心
市
街
地
路
線

沿
い
の
事
業
者
へ
の
説
明
無
し
に
変

更
し
て
し
ま
っ
た
事
は
陳
謝
す
る
。
現

行
は
令
和
６
年
度
末
ま
で
で
、
令
和

７
年
度
か
ら
の
新
し
い
計
画
の
策
定

に
向
け
て
再
検
証
し
た
い
。

竺じ
く
は
ら原 

晶し
ょ
う
こ子

公
明
党
・

改
革
新
政
会
市
議
団

田た
む
ら村 

閑し
ず
み美

こ
こ
ろ

リ
ス
舎
周
辺
整
備
計
画
に
つ

い
て
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持
続
可
能
な
地
域
活
動
に
向

け
て

成
徳
小
の
新
校
名
に
つ
い
て

予
約
型
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
運

行
状
況
に
つ
い
て

Ａ
コ
ー
プ
閉
店
に
伴
う
買
い

物
環
境
確
保
対
策
に
つ
い
て

問　
校
名
を
変
え
る
こ
と
で
間
違
い

な
い
か
。
い
つ
ま
で
に
決
定
し
、
い
つ

か
ら
新
校
名
で
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か
。

答　

変
更
す
る
考
え
に
変
わ
り
は
な

い
。
年
度
途
中
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
公
務
支
援
シ
ス
テ
ム
や
諸
手
続

き
上
の
混
乱
、
児
童
や
教
職
員
へ
の

負
担
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
早
く
て
も
来
年
度
４
月

か
ら
新
た
な
校
名
で
ス
タ
ー
ト
を
切

れ
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

問　
昨
年
か
ら
公
民
館
未
加
入
世
帯

へ
の
市
報
配
布
に
対
し
て
補
助
金
が

出
て
い
る
が
、
そ
の
活
用
状
況
は
。

答　

昨
年
10
月
末
時
点
で
、
市
内

２
１
８
の
自
治
公
民
館
の
う
ち
の
76
の

自
治
公
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

市
内
未
加
入
世
帯
の
５
，
９
６
７
世
帯

の
内
の
８
７
１
世
帯
（

14.6
％
）
へ
市
報

を
配
布
し
て
い
る
。

問　
国
の
研
究
会
で
も
自
治
会
・
町

内
会
な
ど
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る

た
め
に
、
市
町
村
自
ら
が
活
動
の
負

担
軽
減
や
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て

い
く
べ
き
と
提
言
し
て
い
る
。
本
市
も

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
研
究
・
検
討

を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み
は
負

担
軽
減
に
向
け
た
対
策
の
大
き
な
切

り
札
に
な
る
と
思
う
し
、
県
内
で
も

南
部
町
が
広
報
誌
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
配
信
を

開
始
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
自
治

体
を
参
考
に
し
な
が
ら
市
報
な
ど
配

布
物
の
配
布
方
法
の
見
直
し
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

若
い
世
代
が
参
加
し
や
す
く
自
治

公
が
持
続
可
能
な
活
動
が
出
来
る
よ

う
市
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問　
県
は
Ｊ
Ａ
系
ス
ー
パ
ー
の
相
次

ぐ
店
舗
廃
止
を
受
け
て
、
買
い
物
環

境
の
維
持
、
確
保
を
目
指
す
た
め
に

市
町
が
取
り
組
む
買
い
物
支
援
に
対

し
、
財
政
的
措
置
を
含
め
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
し
て
市
町
に
店
舗
ご
と
の
持

続
可
能
な
「
買
い
物
環
境
確
保
計

画
」
の
策
定
を
求
め
て
い
る
が
、
Ａ

コ
ー
プ
せ
き
が
ね
店
の
計
画
の
進
捗

状
況
を
問
う
。

答
　
地
元
の
意
向
と
し
て
店
舗
存
続

を
望
む
声
が
あ
る
の
で
、
事
業
継
承
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て

い
る
。
現
在
、
事
業
継
承
に
前
向
き
な

事
業
者
が
あ
る
の
で
具
体
的
な
支
援

を
含
め
計
画
に
入
れ
て
い
く
。
ま
た
、

関
金
地
区
振
興
協
議
会
で
も
検
討
さ

れ
て
い
る
買
い
物
支
援
策
の
取
り
組

み
も
計
画
に
含
め
て
一
緒
に
な
っ
て
地

域
の
買
い
物
環
境
の
確
保
に
努
め
る
。

問　
関
金
地
区
で
は
、
高
齢
に
な
っ

て
も
日
常
の
移
動
手
段
を
自
家
用
車

に
過
度
に
依
存
し
て
い
る
実
態
が
あ

る
。
今
後
、
公
共
交
通
は
日
常
生
活

の
重
要
な
移
動
手
段
と
な
る
。
既
存

の
バ
ス
路
線
の
効
率
化
を
図
り
、
公

共
交
通
の
確
保
、
維
持
に
努
め
る
た

め
に
も
路
線
バ
ス
と
予
約
型
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
交
通

体
系
を
構
築
し
、
関
金
地
区
で
の
運

行
事
業
を
問
う
。

答　

関
金
地
区
で
は
、
将
来
を
見
据

え
た
公
共
交
通
の
在
り
方
を
見
直
す

時
期
に
来
て
い
る
。
自
宅
の
近
く
ま

で
送
迎
で
き
る
予
約
型
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
の
導
入
は
利
便
性
の
向
上
に

つ
な
が
る
。
関
金
地
区
で
の
導
入
を

検
討
し
た
い
。

公
明
党
・

改
革
新
政
会
市
議
団

鳥と
り
か
い飼 

幹み
き
お男

公
明
党
・

改
革
新
政
会
市
議
団

鳥と

ば羽 

昌ま
さ
あ
き明
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子
育
て
支
援
に
つ
い
て

大
御
堂
廃
寺
跡
の
駐
車
場
の

活
用
方
法
に
つ
い
て

赤
瓦
・
白
壁
土
蔵
群
（
伝
建

地
区
）
の
保
護
に
つ
い
て

市
職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
混
乗
化
実

証
実
験
に
つ
い
て

倉
吉
市
移
住
・
定
住
支
援
に

つ
い
て

問　
赤
瓦
・
白
壁
土
蔵
群
の
現
状
認

識
を
確
認
は
。

答　

空
き
家
な
ど
が
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
関
連
部
署
と
つ
な
が

れ
る
と
こ
ろ
は
つ
な
が
っ
て
、
引
き

続
き
情
報
収
集
や
伝
建
地
区
を
美
し

く
保
て
る
よ
う
に
さ
ら
に
努
力
を
続

け
て
い
く
。

問　
地
区
内
で
精
力
的
に
活
動
し
て

い
る
方
を
倉
吉
市
で
活
用
し
て
い

た
だ
く
体
制
を
整
え
て
い
た
だ
け
な

い
か
。

答　

ご
提
案
の
方
は
地
域
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
い
る
方
と
認
識
し
て
い

る
。
ご
本
人
の
意
向
を
確
認
し
て
か

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
国
が
行
う
子
育
て
支
援
と
合
わ

せ
て
、
明
石
市
の
子
ど
も
一
人
当
た

り
５
千
円
支
給
の
よ
う
な
倉
吉
市
独

自
の
新
し
い
子
育
て
支
援
を
し
て
は

ど
う
か
。

答　

子
育
て
支
援
は
、
第
12
次
倉
吉

市
総
合
計
画
の
重
点
事
項
に
な
っ
て

い
る
。
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環

境
を
整
え
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
体

制
を
構
築
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ

ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
の
認
識
は
あ

る
。
国
が
行
う
支
援
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

な
が
ら
内
容
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
大
御
堂
廃
寺
跡
の
駐
車
場
の
活

用
方
法
と
し
て
、
特
に
物
産
館
の
よ

う
な
お
金
を
落
と
し
て
い
た
だ
く
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

上
棟
記
念
イ
ベ
ン
ト
等
で
駐
車

場
の
混
雑
が
見
ら
れ
た
。
駐
車
場
不

足
を
補
う
た
め
、
拡
張
も
予
定
し
て

い
る
。
物
産
館
等
の
提
案
を
い
た
だ

い
た
が
、
史
跡
内
の
た
め
、
遺
跡
調
査

に
時
間
が
か
か
る
と
認
識
し
て
い

る
。
何
ら
か
の
手
立
て
を
考
え
た
い
。

問　
職
員
の
長
時
間
労
働
の
実
態
と

分
限
休
職
の
現
状
は
。

答
　
令
和
４
年
の
月
45
時
間
超
残
業

者
は
51
人
。
年
３
６
０
時
間
超
残
業

者
数
は
９
人
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

は
、
令
和
２
年
～
４
年
は
、
28
人
・
27

人
・
27
人
と
な
っ
て
い
る
。
分
限
休
職

者
は
、
20
人
・
16
人
・
14
人
。
メ
ン
タ

ル
対
策
と
し
て
職
員
課
に
保
健
師
を

配
置
し
た
。
外
部
相
談
の
事
業
者
委

託
に
は
、
66
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

問　
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
導
入
に
つ
い
て
、
市

長
の
見
解
は
。

＊
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
は
・
・
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
不
調
の
従
業
員
を
支
援
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
こ
と
。

答
　
内
部
と
外
部
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
大

切
。
相
談
窓
口
を
有
効
に
活
用
し
て

ケ
ア
に
努
め
て
い
る
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
４

つ
の
ケ
ア
等
を
し
っ
か
り
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

問　

北
谷･

高
城
・
灘
手
地
区
へ
の

実
証
実
験
導
入
を
～
群
馬
県
下
仁
田

町
の
事
例
視
察
か
ら
。

答　

バ
ス
運
行
の
前
提
は
、
45
人
乗

り
で
朝
晩
は
満
席
予
定
で
困
難
。
人

数
、
乗
車
場
所
・
時
間
帯
、
路
線
の

先
行
事
例
を
研
究
す
る
。

問　
適
用
条
件
の
緩
和
と
見
直
し
に

つ
い
て
は
。

答　

国
の
制
度
を
よ
く
読
み
込
ん
で

な
か
っ
た
。
リ
フ
ォ
ー
ム
や
引
っ
越

し
等
、
敷
金
な
ど
も
可
能
と
し
た
。

今
後
は
、
新
た
な
交
付
要
綱
を
よ
く

確
認
し
て
い
き
た
い
。

さ
き
が
け

山や
ま
ね根 

健け
ん
し資

福ふ
く
い井 

康や
す
お夫

公
明
党
・

改
革
新
政
会
市
議
団
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も
う
か
る
農
業
に
つ
い
て

結
婚
支
援
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

関
金
と
蒜
山
と
の
連
携
に
つ

い
て

公
共
施
設（
体
育
館
・
ま
ち
か

ど
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
）の
環
境

整
備
に
つ
い
て

問　
農
業
人
口
が
減
っ
て
い
る
。
儲

か
れ
ば
農
業
の
参
入
者
が
増
え
る
。

新
た
に
農
業
を
さ
れ
る
方
や
認
定
農

業
者
の
方
々
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な

支
援
を
し
て
い
る
か
。

答　

市
、
Ｊ
Ａ
、
県
農
業
農
村
担
い

手
育
成
機
構
等
が
連
携
を
取
り
、
農

業
者
の
作
付
け
品
目
、
将
来
的
な
経

営
規
模
、
資
金
面
等
の
状
況
を
聞

き
、
関
連
す
る
補
助
金
や
知
識
・
技

術
を
習
得
す
る
た
め
の
農
業
大
学
校

等
の
研
修
の
紹
介
等
、
支
援
を
し
て

い
る
。

問　
蒜
山
の
観
光
客
は
年
間
２
０
０
万

人
あ
る
。
連
携
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

答　

蒜
山
の
方
は
買
物
、
飲
食
、
医

療
等
で
倉
吉
と
つ
な
が
り
が
あ
る
。
道

の
駅
犬
挟
は
真
庭
市
も
出
資
さ
れ
、

蒜
山
休
暇
村
の
宿
泊
、
関
金
の
農
家

民
泊
、
蒜
山
の
海
の
市
・
山
の
市
へ
の

倉
吉
か
ら
の
出
店
、
世
界
的
な
建
築

家
の
作
品
が
蒜
山
と
倉
吉
に
あ
る

等
、
こ
う
し
た
つ
な
が
り
を
元
に
観
光

で
の
交
流
が
一
層
深
ま
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

問　
熱
中
症
対
策
及
び
防
犯
の
観
点

か
ら
エ
ア
コ
ン
や
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
は
。

答　

エ
ア
コ
ン
は
指
定
管
理
者
が
管

理
す
る
体
育
館
及
び
小
中
学
校
の
全

て
の
体
育
館
に
設
置
し
て
い
な
い
。
防

犯
カ
メ
ラ
は
小
学
校
４
校
と
中
学
校

全
て
に
設
置
。
ま
ち
か
ど
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
は
両
方
設
置
し
て
い
な
い
。

問　
少
子
化
の
主
な
原
因
は
、
非
婚

化
・
晩
婚
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
倉
吉
市

で
は
結
婚
支
援
に
ど
う
取
り
組
む

か
。
幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
に
取
り

組
ん
で
欲
し
い
。

答
　
結
婚
を
希
望
す
る
人
が
結
婚
に

向
け
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

出
会
い
の
場
を
提
供
し
て
い
く
。
県

も
今
年
か
ら
結
婚
支
援
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
を
３
人
、
東
中
西
の
３
地
域
に

配
置
。
こ
の
支
援
制
度
が
よ
り
一
層

活
き
る
よ
う
取
り
組
む
。
「
え
ん
ト

リ
ー
」
登
録
料
半
額
補
助
も
検
討
し

て
い
る
。

問　
住
宅
で
子
育
て
を
し
て
お
ら
れ

る
家
庭
へ
の
支
援
の
充
実
を
。
ま

た
、
雨
の
日
や
休
み
の
日
で
も
小
さ

な
お
子
さ
ん
が
気
兼
ね
な
く
遊
べ
る

場
の
確
保
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

保
育
園
で
の
一
時
預
か
り
や
２

カ
所
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
気
軽
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う

周
知
し
て
必
要
な
支
援
を
し
て
い

く
。
ま
た
、
西
地
区
エ
リ
ア
に
再
編

す
る
認
定
こ
ど
も
園
に
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
も
併
せ
て
設
置
を

考
え
て
い
る
。
休
み
の
日
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
公
的
施
設
は
財
政
面
、

人
材
面
な
ど
の
問
題
解
決
が
必
要

で
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い

な
い
。

福ふ
く
い井 

典の
り
こ子

さ
き
が
け

米よ
ね
だ田 

勝か
つ
ひ
こ彦

さ
き
が
け
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施
設
に
通
う
障
が
い
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

助
成
に
つ
い
て

防
災
行
政
無
線
の
多
言
語
化

に
つ
い
て

道
路
行
政
に
つ
い
て

問　
現
在
全
国
で
百
数
十
を
超
え
る

自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
。
国
も
医

療
費
控
除
の
対
象
に
し
て
い
る
。

「
障
害
者
支
援
法
と
の
整
合
性
が
と

れ
る
の
か
国
、
県
、
市
町
村
の
取
り

組
み
を
見
て
い
き
た
い
」
と
い
う
答

弁
が
続
い
て
い
る
が
、
今
も
考
え
方

は
変
わ
ら
な
い
か
。

答　

フ
レ
イ
ル
、
認
知
症
に
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
。
県
内
８
市
町
村
が
実

施
し
て
い
る
。
補
聴
器
助
成
の
実
施
に

向
け
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
防
災
行
政
無
線
を
多
言
語
化
、

外
国
語
放
送
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
現

在
、
居
住
者
も
２
０
０
人
～
３
０
０

人
、
観
光
客
も
戻
り
つ
つ
あ
る
中
で
、

必
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
。

答　

外
国
人
へ
の
迅
速
な
対
応
は
必

要
だ
。
観
光
庁
の
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

チ
ッ
プ
ス
」
な
ど
の
ア
プ
リ
を
周
知

し
て
い
き
た
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
で
対

応
す
る
予
定
。
防
災
行
政
無
線
は
予

定
し
て
い
な
い
。

問　
小
規
模
作
業
所
で
働
く
障
が
い

者
に
、
交
通
費
・
食
事
代
・
作
業
工

賃
を
出
す
べ
き
だ
。
中
部
一
市
四
町

で
倉
吉
市
だ
け
支
援
が
な
い
。

答　

就
労
支
援
施
設
の
多
く
が
市
内

に
あ
る
。
他
町
の
方
は
遠
く
負
担
も

大
き
い
の
で
、
支
援
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
事
業
所
へ
の
作
業
発
注
な

ど
で
支
援
し
て
い
く
。

問　

北
条
湯
原
道
路
倉
吉
西
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
福
山
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
間
の
開
通
は
い
つ
か
。

答
　
県
に
問
い
、
令
和
一
桁
代
半
ば

と
確
認
し
て
い
る
。

問　
山
陰
道
の
未
整
備
区
間
及
び
国

道
１
７
９
号
は
わ
い
バ
イ
パ
ス
の
完

成
は
い
つ
か
。

答
　
令
和
８
年
度
内
と
確
認
し
て
い
る
。

問　
こ
れ
ら
の
道
路
の
完
成
で
本
市

に
も
た
ら
す
効
果
を
ど
う
分
析
さ
れ

て
い
る
か
。

答
　
令
和
７
年
春
に
は
県
立
美
術

館
、
星
取
テ
ラ
ス
せ
き
が
ね
の
完
成
が

予
定
さ
れ
る
ほ
か
、
大
阪
・
関
西
万
博

な
ど
も
あ
る
た
め
、
交
流
人
口
増
大
に

よ
る
経
済
効
果
の
ほ
か
、
医
療
、
災
害

支
援
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
る
。

問　
道
の
駅
犬
挟
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設

実
証
事
業
の
進
捗
と
展
望
は
。

答
　
実
証
事
業
に
つ
い
て
は
９
月
頃

か
ら
本
格
実
施
す
る
。
現
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
今
後
の
大
規
模
改
修
及

び
利
用
者
の
利
便
性
等
を
考
え
る

と
、
現
位
置
か
ら
関
金
宿
周
辺
に
移

設
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

問　
関
金
地
区
振
興
協
議
会
が
実
施

さ
れ
た
Ａ
コ
ー
プ
せ
き
が
ね
店
及
び
ポ

プ
ラ
山
守
店
閉
店
に
伴
う
住
民
意
識

調
査
で
は
、
規
模
を
縮
小
し
て
で
も
店

舗
を
確
保
す
る
こ
と
及
び
山
守
地
区

に
移
動
販
売
を
導
入
す
る
声
が
多
い

が
、
実
現
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

答
　
今
般
の
意
識
調
査
の
み
な
ら
ず

関
金
地
区
振
興
協
議
会
が
既
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
買
い
物
支
援
事
業
の

進
捗
に
協
調
し
て
い
る
こ
と
、
町
内

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
支
援

体
制
を
構
築
中
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

福
祉
の
観
点
か
ら
も
、
関
金
地
域
の

方
の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
寄
り
添

い
、
関
金
地
域
と
倉
吉
市
、
鳥
取
県

が
一
体
と
な
っ
た
関
金
モ
デ
ル
を
構

築
し
、
地
域
と
住
民
を
守
り
た
い
。

朝あ
さ
ひ日 

等と
う
じ治

さ
き
が
け

日
本
共
産
党

佐さ
と
う藤 

博ひ
ろ
ひ
で英

買
い
物
機
能
の
確
保
に
つ
い
て
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地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
負
担
金 

５
，２
０
０
千
円
に
つ
い
て
、
事
業

の
制
度
の
目
的
や
求
め
る
効
果
は
。

地
域
活
性
化
起
業
人
（
企
業
人
材
派

遣
制
度
）
で
、
以
前
は
地
域
お
こ
し

企
業
人
制
度
と
い
う
こ
と
で
活
用
さ

れ
お
り
、
活
用
で
き
る
自
治
体
要
件

が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
令

和
３
年
度
か
ら
こ
の
地
域
活
性
化
起

業
人
制
度
と
い
う
こ
と
に
形
を
シ
フ

ト
し
て
い
っ
た
と
い
う
も
の
。
総
務

省
の
制
度
で
、
地
方
公
共
団
体
が
三

大
都
市
圏
に
所
在
す
る
民
間
企
業
等

の
社
員
を
一
定
期
間
受
け
入
れ
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
生
か
し
な
が

ら
地
域
独
自
の
魅
力
や
価
値
の
向
上

等
に
つ
な
が
る
業
務
に
従
事
し
て
も

ら
い
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
、
こ
の
制
度
の
目
的
に
な
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
脱
炭
素
の

取
り
組
み
と
地
域
課
題
の
解
決
を

一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
図
っ

て
い
き
、
環
境
に
配
慮
し
た
住

み
や
す
い
地
域
と
し
て
魅
力
を
発

主
な
質
疑
・
答
弁

【議案に対する質疑】
6月
令和5年

第４回
定例会

執行部から提出された議案に対し、各議員が質疑を行いました。
※自らが所属する常任委員会の所管事項については、本会議での質疑は原則控えることと
なっています。

信
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
最
終
的
な
効
果
は
具
体
的
な

提
案
内
容
に
よ
る
が
、
脱
炭
素
の
取

り
組
み
と
地
域
課
題
へ
の
対
応
に
関

す
る
可
能
性
や
解
決
の
方
向
性
を

示
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

支
援
対
象
、
そ
の
補
助
の
要
件
、
狙

い
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
物
価
高
騰

の
影
響
を
受
け
る
市
内
の
事
業
者
を

支
援
す
る
た
め
、
省
エ
ネ
対
策
や
事

業
再
構
築
を
目
指
す
取
り
組
み
に
２

つ
の
支
援
型
を
設
け
た
。

○
省
エ
ネ
対
策
支
援
型
→
古
い
機
器

を
省
エ
ネ
対
応
の
機
器
に
更
新
す
る

際
に
、
経
費
の
４
分
の
３
を
支
援
。

空
調
機
や
冷
蔵
庫
、
照
明
器
具
な
ど

が
該
当
。
た
だ
し
、
新
規
設
備
は
対

象
外
。

○
事
業
再
構
築
支
援
型
→
環
境
変
化

に
対
応
し
新
た
な
事
業
創
造
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
支
援
。
事
前
に
商

工
会
議
所
や
金
融
機
関
と
確
認
し
た

事
業
計
画
を
対
象
に
し
、
経
費
の
４

分
の
３
、
上
限
50
万
円
を
支
援
。
商

品
開
発
や
事
業
転
換
、
人
材
育
成
費

な
ど
に
対
し
て
支
援
を
進
め
る
。

市議会提出議案

… 議案第50号　
　 令和５年度倉吉市一般会計補正予算（第２号）

Ｒ０５ 補正予算

Q

QA

A

議員名 通　告 担当部局

米田勝彦

Ｒ０５ 補正予算 スポーツ活動振興 経済観光部

Ｒ０５ 補正予算 地球温暖化対策推進 市民生活部

Ｒ０５ 補正予算 小学校運営（学校） 教育委員会

大津昌克

Ｒ０５ 補正予算【歳入】総務費寄付金 経済観光部

Ｒ０５ 補正予算 若者定住・ＩＪＵターン事業 経済観光部

Ｒ０５ 補正予算 地球温暖化対策推進 市民生活部

Ｒ０５ 補正予算 旧グリーンスコーレせきがね再生事業 経済観光部

Ｒ０５ 補正予算 まちづくり管理 建設部

鳥飼幹男 Ｒ０５ 補正予算【歳入】新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金 総務部

田村閑美

Ｒ０５ 補正予算 保育所運営（就学前教育・保育施設整備
交付金） 健康福祉部

Ｒ０５ 補正予算 教育総務 教育委員会

Ｒ０５ 補正予算 小学校運営（学校） 教育委員会

大月悦子 Ｒ０５ 補正予算 特別展　前田寛治大賞展 教育委員会

伊藤正三

Ｒ０５ 補正予算 地球温暖化対策推進 市民生活部

Ｒ０５ 補正予算【交付金事業】経営者福高対策事業 経済観光部

Ｒ０５ 補正予算 空き家対策 建設部

Ｒ０５ 補正予算 企業誘致 経済観光部

議員名 通　告 担当部局

竺原晶子
Ｒ０５ 補正予算 地球温暖化対策推進 市民生活部

Ｒ０５ 補正予算 若者定住・ＩＪＵターン事業 経済観光部

朝日等治 Ｒ０５ 補正予算 就農条件整備事業 経済観光部

福井康夫

Ｒ０５ 補正予算【交付金事業】高速バス利用促進支援事業 総務部

Ｒ０５ 補正予算 保育所運営（就学前教育・保育施設整備
交付金） 健康福祉部

鳥羽昌明
Ｒ０５ 補正予算【交付金事業】高速バス利用促進支援事業 総務部

Ｒ０５ 補正予算 地球温暖化対策推進 市民生活部

佐藤博英

Ｒ０５ 補正予算 地球温暖化対策推進 市民生活部

Ｒ０５ 補正予算 小規模零細地域営農確立促進対策 経済観光部

Ｒ０５ 補正予算 林業経営改善 経済観光部

山根健資

Ｒ０５ 補正予算 地球温暖化対策推進 市民生活部

Ｒ０５ 補正予算【交付金事業】経営者福高対策事業 経済観光部

Ｒ０５ 補正予算 スポーツ活動振興 経済観光部

地
球
温
暖
化
対
策
推
進

補
正
前

4
9
7
万
5
千
円

補
正
額

9
2
0
万
円

経
営
者
福
高
対
策
事
業
費
補
助
金

補
正
前

0
円

補
正
額

2
億
4
，4
7
5
万
1
千
円

【特別委員会とは？】
　臨時的に特別な問題について審査または調査を必要とする場合に設置されます。
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【特別委員会とは？】
　臨時的に特別な問題について審査または調査を必要とする場合に設置されます。

【特別委員会】

委
員

丸田 克孝 委員長、田村 閑美 副委員長、
伊藤 正三 委員、福井 典子 委員、
福谷 直美 委員、米田 勝彦 委員

地域の賑わい創出対策特別委員会

　６月29日（木）に第７回委員会を全委員６
名出席のもと開催いたしました。
　県立美術館周辺整備に関することとして、
リス舎・集いの広場周辺整備について、各執
行部から状況説明を聞き、トイレの改修と必
要性、また駐車場の整備等、周辺の環境整
備について質問と意見交換を行いました。
　来場者と市の活性化のためにも「上灘中
央公園を活用してみては」との意見が出さ
れ、市側の意見を聞きました。都市公園で
史跡大御堂廃寺跡とのことで整備には諸問
題があるとの説明でしたが、何とか整備方
法の検討を進めるよう提言し､現地にて執
行部と場所の認識を共有することを決定し
ました。
　周遊滞在型観光地モビリティ向上計画の
策定については、今後の方針で観光駐車場
等の適正な運用、ループバスの導入検討、グ
リーンスローモビリティの導入、パーソナル
モビリティの拡充、観光モデルコースの作成
等々の説明を聞き、さらなる充実の検討を提
言して終了しました。

委
員

藤井 隆弘 委員長、大津 昌克 副委員長、
朝日 等治 委員、大月 悦子 委員、
竺原 晶子 委員、鳥羽 昌明 委員、
山根 健資 委員

議会改革推進特別委員会

　７月３日に、次の最終報告を行いました。
①議会基本条例案の作成は、パブリック

コメントの意見も参考に逐条解説を作
成しました。条例制定後、市民の皆様に
公表してまいります。

②議会ＢＣＰ案の作成は、３月21日に策
定となりました。今後は、議会全体とし
て定期的に訓練と計画の見直しを実施
します。

③議会のタブレット導入・運用は、会議等
でのペーパーレス化に向け積極的に使
用します。

④議員定数に関しては、５月に行政視察
を行い、定数に関する検討状況、常任
委員会の運営方法等を研修し、意見交
換を行いました。その結果、委員会構
成、住民の理解、類似団体の平均等か
ら現状維持、１人減16人、19人の３つの
意見にまとめました。
　なお、「議案不分の原則」も踏まえた
予算決算委員会の設置や委員会構成の
あり方を議論した上で、適正な議員定
数を決定すべきであることを申し添え
ます。
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【常任委員会とは？】 
　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願などを審査します。行政の事務
は多岐にわたり、かつ専門的であるため、合理的・能率的に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、
分科的に調査・審査します。

　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
議

案
３
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
２
件

が
付
託
さ
れ
、
委
員
会
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
陳
情
第
９
号
横
田
地
区
内
保
育

園
建
設
に
関
す
る
陳
情
の
審
査
で

は
、
先
の
3
月
定
例
議
会
で
附
帯

決
議
を
行
っ
て
以
降
の
地
元
住
民

に
対
す
る
市
の
説
明
会
の
実
施
状

況
や
参
加
者
か
ら
の
主
な
意
見
に

つ
い
て
執
行
部
に
説
明
を
求
め
ま

し
た
。

　
ま
た
、
今
後
の
開
園
予
定
時
期

へ
の
質
問
に
対
し
て
執
行
部
か
ら

は
、
当
初
の
令
和
５
年
4
月
供
用

開
始
か
ら
、
現
時
点
で
令
和
８
年

教育福祉常任委員会

委員

鳥羽 昌明 委員長
山根 健資 副委員長
伊藤 正三 委員
大津 昌克 委員
佐藤 博英 委員
福井 典子 委員

所管 健康福祉部、教育委員会

度
の
５
月
あ
る
い
は
６
月
頃
の
見

込
み
で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
新
し
い
保
育

園
に
対
す
る
期
待
は
大
き
く
、
早

く
進
め
る
べ
き
。
こ
れ
か
ら
一
か

ら
決
め
て
い
く
と
い
う
の
は
難
し

い
と
思
う
」
「
３
園
を
１
つ
に
統

合
す
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
、
北

谷
・
高
城
と
社
の
２
園
つ
く
る
方

法
し
か
な
い
の
で
は
」
「
地
域
住

民
間
で
の
綱
引
き
が
始
ま
っ
て
お

り
、
子
育
て
世
代
に
不
利
益
が
生

じ
な
い
よ
う
市
に
は
誠
心
誠
意
説

明
を
尽
く
し
て
も
ら
い
た
い
」
な

ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議

案
は
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
請

願
第
３
号
お
よ
び
陳
情
第
８
号
に

つ
い
て
は
採
択
、
ま
た
陳
情
第
９

号
に
つ
い
て
は
賛
成
少
数
に
よ
り

不
採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
に
は
議

案
６
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
２
件

が
付
託
さ
れ
、
委
員
会
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
55
号
で
は
、
防
災
行

政
無
線
更
新
工
事
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
現
在
の
も
の
は
交
換
部

品
の
製
造
が
令
和
７
年
で
終
了
す

る
た
め
、
今
後
、
令
和
５
～
６
年

度
で
更
新
し
、
各
戸
の
受
信
機
は

ア
ナ
ロ
グ
が
デ
ジ
タ
ル
に
な
る
の

で
雑
音
が
減
少
す
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
議
案
第
56
号
で
は
、
み
ど
り
町

の
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
工
事

内
容
の
説
明
を
受
け
、
工
事
完
成

は
令
和
６
年
３
月
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　
議
案
第
58
号
で
は
、
消
防
団
及

び
自
主
防
災
組
織
の
消
火
活
動
に

使
用
す
る
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ

８
台
の
購
入
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

審
査
の
結
果

　
付
託
の
議
案
は
全
て
可
決
。
請

願
第
２
号
「
地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書
提
出
」
及

び
陳
情
第
12
号
「
い
わ
ゆ
る
ト
ラ

ベ
ル
ル
ー
ル
の
円
滑
な
実
施
と
、

利
用
者
保
護
に
係
る
意
見
書
提

出
」
は
採
択
、
議
案
第
10
号
「
入

管
法
改
正
案
の
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
提
出
等
」
は
継
続
審
査
で

し
た
。

総務建設常任委員会

委員

米田 勝彦 委員長
竺原 晶子 副委員長
朝日 等治 委員
大月 悦子 委員
福谷 直美 委員
藤井 隆弘 委員

所管
総務部、建設部、会計課、
上下水道局、議会事務局、
選挙管理委員会、監査委員、
公平委員会

【常任委員会】
6月
令和5年

第４回
定例会
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市
民
経
済
常
任
委
員
会
に
は
、

２
件
の
議
案
と
２
件
の
請
願
、
４

件
の
陳
情
が
付
託
さ
れ
、
６
月

28
日
に
委
員
会
審
査
を
開
催
。

６
月
補
正
で
は
、
交
付
金
事
業
と

し
て
、
経
営
者
福
高
対
策
事
業

（
２
億
４
，4
７
5
万
1
千
円
）、

新
規
事
業
と
し
て
、
倉
吉
市
事
業

者
電
気
・
ガ
ス
料
金
高
騰
支
援
交

付
金
（
１
億
８
，4
７
５
万
１
千

円
）
の
補
正
予
算
を
承
認
。
企

業
誘
致
事
業
（
貸
し
工
場
整
備

計
画
に
つ
い
て
）
２
０
０
人
超
の

新
規
雇
用
を
目
指
す
生
産
拠
点

整
備
に
向
け
て
、
倉
吉
市
河
北

町
の
旧
木
材
市
場
跡
地
の
用
地

取
得
費
１
億
１
，４
４
０
万
円

を
承
認
。
総
事
業
費
は
11
億

３
，８
０
０
万
円
を
予
定
。
ま
た

県
有
地
（
元
巌
城
は
ご
ろ
も
苑
）

の
財
産
取
得
を
承
認
。

審
査
の
結
果

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議

案
は
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
請
願
第
４
号
及
び
請
願
第
５

号
は
採
択
。
陳
情
６
号
、
森
林
環

境
譲
与
税
の
譲
与
基
準
の
見
直
し

を
求
め
る
陳
情
は
採
択
。
陳
情
第

７
号
は
委
員
会
で
は
不
採
択
。
本

会
議
で
委
員
会
の
決
定
が
否
決
さ

れ
て
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
陳
情

第
11
号
、
陳
情
第
13
号
は
い
ず
れ

も
趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

市民経済常任委員会

委員
福井 康夫 委員長
鳥飼 幹男 副委員長
田村 閑美 委員
丸田 克孝 委員

所管 市民生活部、経済観光部
農業委員会

　　 賛
成
反
対

議
決
結
果

藤
井
隆
弘

丸
田
克
孝

大
津
昌
克

大
月
悦
子

福
谷
直
美

鳥
飼
幹
男

福
井
康
夫

鳥
羽
昌
明

竺
原
晶
子

伊
藤
正
三

朝
日
等
治

米
田
勝
彦

山
根
健
資

福
井
典
子

佐
藤
博
英

田
村
閑
美

番号 件　　名 委員長報告
（付託委員会） 委員長報告に対する賛否

請願 第 3号 保育所等保育施設の職員配置基準改善を求める
意見書提出について 採択 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 採択

請願 第 4号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を
行うよう求める意見書提出について 採択 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 採択

請願 第 5号 一日も早く選択的夫婦別姓の導入をするよう求
める意見書提出について 採択 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 採択

陳情 第 6号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意
見書提出について 採択 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 採択

陳情 第 7号 国に対し、適格請求書等保存方式（インボイス制
度）の延期・見直しを求める意見書提出について 不採択 × ○ × ○ － ○ × ○ × × × ○ × × × ○ 6 9 採択

陳情 第 8号 少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書提
出について 採択 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 採択

陳情 第 9号 横田地区内保育園建設に関する陳情 不採択 × × × × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × 8 7 不採択

陳情 第 10号 入管法改正案の撤回を求める意見書提出等について 継続審査 ○ ○ ○ ○ － × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 2 継続審査

陳情 第 11号 入管法改正案の撤回を求める意見書提出等について 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ － ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 12 3 趣旨採択

陳情 第 12号 いわゆるトラベルルールの円滑な実施と、利用
者保護に係る意見書提出について 採択 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 採択

陳情 第 13号 マイナンバーカードをめぐる各種問題の再発防
止を求める意見書提出について 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ － ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 1 趣旨採択

請願・陳情の結果【
会
派
名
】  

　 

…
く
ら
よ
し
　
　
　
　
…
公
明
党・改
革
新
政
会
市
議
団   

　
…
さ
き
が
け
　   

…
日
本
共
産
党
　   

…
こ
こ
ろ

公
・
新

さ

く

共

こ

凡例　○賛成、　×反対、　※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず ※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成は「○」、反対は「×」と記載しています。

　６月定例会に提出された議案等のうち、賛否が分かれた案件はなく、全て
の議案が可決 ･同意されました。

【議案等の議決結果】
6月
第４回
定例会

議決結果
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議会改革推進特別委員会視察報告
期 　 　 　 間 令和５年５月２２日（月）～ ５月２３日（火）
旅 費 総 額 96,300円

視察先・目的
島根県江津市 江津市役所 議員定数及び予算決算の委員会審査について
島根県浜田市 浜田市役所 議員定数及び予算決算の委員会審査について
鳥取県境港市 境港市役所 議員定数及び予算決算の委員会審査について

視 察 者 藤井 隆弘、大津 昌克、大月 悦子、鳥羽 昌明、竺原 晶子、
朝日 等治、山根 健資

６人
（5／23は７人）

個人・会派視察報告
期 　 　 　 間 令和５年４月２７日（木）～ ４月２８日（金） 旅 費 総 額 37,120円

視察先・目的 滋賀県大津市 全国市町村国際文化研修所
（ＪＩＡＭ）

市町村議会議員研修
第１回「防災と議員の役割」

視 察 者 大月 悦子 １人

期 　 　 　 間 令和５年５月１７日（水）～ ５月１９日（金） 旅 費 総 額 427,190円

視察先・目的
群馬県下仁田町 下仁田町役場

公共交通の運行の効率化（自家用有償旅客運送とス
クールバスの運行時間の区分・スクールバスの混乗
化）について

長野県飯綱町 飯綱町役場 i（アイ）バスについて
東京都町田市 町田市役所 デジタル町内会「いちのいち」について

視 察 者 (会派) 鳥飼 幹男、福井 康夫、鳥羽 昌明、竺原 晶子（公明党・改革新政会市議団） ４人

期 　 　 　 間 令和５年５月１９日（金）～ ５月２１日（日） 旅 費 総 額 56,570円
視察先・目的 愛知県名古屋市 名古屋能楽堂 社会的マルトリートメント予防全国集会
視 察 者 竺原 晶子 1人

期 　 　 　 間 令和５年５月２４日（水）～ ５月２５日（木） 旅 費 総 額 79,020円
視察先・目的 東京都千代田区 明治大学　アカデミーホール 日本自治創造学会第１５回研究大会
視 察 者 鳥羽 昌明 1人

期 　 　 　 間 令和５年７月４日（火）～ ７月６日（木） 旅 費 総 額 611,580円

視察先・目的
東京都千代田区 議員会館 地元選出国会議員要望活動
東京都新宿区 早稲田大学大隈講堂 全国地方議会サミット2023

視 察 者 藤井 隆弘、大津 昌克、大月 悦子、福谷 直美、朝日 等治、
山根 健資、福井 典子、田村 閑美 ８人

期 　 　 　 間 令和５年７月１１日（火）～ ７月１３日（木） 旅 費 総 額 204,330円

視察先・目的

愛知県名古屋市 名古屋市役所 敬老パスについて

長野県飯田市 飯田市役所 移住･定住の取組（住みたい田舎ベストランキング総
合部門１位に繋がった施策等）について

愛知県犬山市 犬山市役所 書かなくていい窓口（ワンストップ窓口）について
視 察 者 鳥飼 幹男、竺原 晶子、田村 閑美 ３人

視察報告視察報告
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議会オープンデー議会オープンデー議会オープンデー
市制施行７０周年記念事業

～来場者の感想～

7/29
13：30～ 16：00

土

打吹羽衣音頭の会（踊り）

打吹羽衣音頭の会（寸劇）

倉吉城下町の会（歌唱）

ビックスシンガーズ
（ゴスペルソング)

リコーダーアンサンブル
「アウリンコ」（演奏）

・打吹城の歴史から音楽、踊りまで堪能しました。
・少々入りにくいなと思っていた議場ですが、今回
の企画でとても身近に感じられてよかったと思
います。
・これを機会に議会の折には見学させてもらいや
すく、議会に対して少し親しみが湧きました。
・議場（建物）の成り立ちから打吹城の話、後の演目
とても楽しく良い機会をいただいたと思いました。
・このような機会がなければ、議場に入ることはな
いので、良い体験をさせていただきありがとうご
ざいました。

演題「戦乱の証人 打吹城」

倉吉博物館 根鈴輝雄 館長

■ 講演会 ■

　市制施行７０周年記念事業として、令和５年７月２９日（土）
に議会棟にて、議会オープンデーを開催しました。たくさん
の方にご来場いただき、大変盛り上がりました。ありがとう
ございました。



倉吉市議会の情報は、ホームページでもご覧いただけます。
会議予定、議長日程、議員名簿、市議会だよ
り、会議録などを掲載しています。
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令和５年 ９月 倉吉市議会定例会
【会　　期】 ９月４日（月）～９月２１日（木）
【会議日程】

 …ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり
　 ※ 録画放送は開催日の午後７時から。

月日 曜
日

会議
区分 時 間 内　容

９月４日 月 本会議 午前１０時 議案の上程、提案理由の説明
５日 火 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
６日 水 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
７日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
８日 金 予備日
９日 土 休会

１０日 日 休会
１１日 月 本会議 午前１０時 付議議案に対する質疑

１２日 火 本会議 午前１０時 付議議案に対する質疑～
委員会付託

１３日 水 予備日
１４日 木 委員会 常任委員会（予定）
１５日 金 委員会 常任委員会（予定）
１６日 土 休会
１７日 日 休会
１８日 月 休会
１９日 火 予備日
２０日 水 議事整理日

２１日 木 本会議 午前１０時 委員長報告～
付議議案の討論・採決

株式会社グッドスマイル
　　　　カンパニー楽月工場
　本部長

  　　  山
や ま

﨑
さ き

直
な お

也
や

さん

― 倉吉へ移住したきっかけは
　もともと兵庫県の西宮に住んでいたので
すが、スーパーGTというレースでグッドス
マイルレーシングというチームを応援してお
りまして、2014年の活躍していた年に隣の
鳥取県にグッドスマイルカンパニーの工場
が立つとＳNＳで拝見し、応援の想いが大半
でしたが応募して採用をいただいて移住を決
めました。

― 倉吉市に移住して思うこと、感じ
　 ること
　倉吉は空気がきれいで移住した後に体調
が良くなりましたし、その上食べ物もお水
もおいしいです。
　また雪が降る環境に住んでいたことが無
かったので、積雪などで不便を感じることは
ありますが、しっかり四季を感じられて冬が
好きになりました。

― 市や市議会に望むこと
　弊社の第二工場立ち上げの計画もあって
県外からもたくさんの人に来てもらいたい
です。
　そのためには、わかりやすい移住の補助制
度などがあると嬉しいです。
　また、移住前の地元では外で遊ぶ場所が
徐々に無くなっていっていたのですが、子ど
もたちが球技やスケートボードなどを楽しめ
るようなところが増えると良いなと思ってお
ります。

議会だより「白壁」の
ご意見・ご感想はこちら ▶

　最近の春から夏の暑さは異常だ。災害規模も
過去最悪を記録していく。
　地方自治体、地方議員は、こうした時、地域

住民の姿と声を国に届け、自助・共助の強化に力を尽
くすが、公助、特に河川、道路交通、土砂危険区域等の
安全管理基準は、今のままでいいのか。そしてカーボン
ニュートラルの取組みは、国、自治体最大の問題ではな
いか。
　話は違うが、ＡＩ技術やマイナンバーなどのデジタル
化の勢いも異常というくらい急速だ。
　こうした急激な変化は、必ずヒズミをもたらす。「人
間とは何か」、これまでの「技術革新」とは違う「恐ろ
しさ」を感じる今日このごろだ。「年のせい」の問題な
のか。　　　　　　　　　　

（編集委員：佐藤博英）


